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自動車排気ガスの窒素酸化物(NOx)回収に関する研究 (1) 
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2000 I + 11.2 + 16.7[ + 19.6汁18.81
2500 1 + 16.2十 19.5:+ 26.8i十25.3
3000 1 - 13.51十 0.31十 31.61十 6.5!
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図5より温度が高くなるに従って窒素酸化物 (NOx)
濃度は正比例的に増加している.これはエンジンの回転
数が高くなるにつれ吸入ガス量の増大により，発熱量が
増加したために燃焼温度が上昇し燃踊効率が良くなりそ
の結果窒素酸イじ物 (NOx)濃度が上がるからである.
理論通りで誤りでとEいことがわかる.
又，本実験によれば，3000r.p.mで、窒素酸化物 (NOx)
濃度が下っている場合が多い.これは我々が使用したエ
ンジンの特性と考えると， 3000r.p.mで最も影響が大き
いと考えられる空燃比，その他点火進角度の位置などが
関係して窒素酸化物 (NOx)濃度が下るのではないかと
推測される.
林
4. 結言
第1報浄化槽よりも今回日〉浄化槽の方が，よい結果が
えられたp それは，やはり反応槽を一層方式よりも四層
方式の方が，反応呼聞を長くする点では，すぐれている
のでこのような結果となった.しかし，反応植を四層に
した場合背圧が高くなわそれを解決する方法を考えな
くてはならないと思われる.
排気ガス冷却管を取り付けた場合，排気ガスが低温状
態ではそれほど効果がみられないが，高温状態になると
効果がみられた.それは，浄化槽内で窒素酸化物 (NOx
〉が水酸化ナトリウム (NaOH)水容液と低温で反応す
るからである.
終りに，この実験の測定方法に対して懇切に御指導下
さった愛知工業大学応用科の稲垣先生に深く感謝いたし
ます.
